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繰延税金資産の計上及び通期業績予想と実績値との差異に関するお知らせ 

 

 当社は、2024 年６月期決算において、下記のとおり繰延税金資産を計上いたしましたのでお知らせいたしま

す。また、2023 年８月 14 日に公表した 2024 年６月期（2023 年７月１日～2024 年６月 30 日）の通期業績予想

と実績値に差異が生じましたので、下記のとおりお知らせいたします。 

 

記 

 

１．繰延税金資産の計上 

   今後の業績見通し等を踏まえ、繰延税金資産の回収可能性を検討した結果、2024 年６月期にお 

いて、法人税等調整額（益）△29 百万円を計上いたしました。 

 

２．業績予想値と実績値との差異について 

（１）2024 年６月期通期業績予想数値と実績値との差異（2023 年７月１日～2024 年６月 30 日） 

 売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益 当 期 純 利 益 
１株当たり 

当 期 純 利 益 

前回発表予想（Ａ） 
百万円 

1,851 

百万円 

41 

百万円 

14 

百万円 

3 

円 銭 

1.28 

実績値（Ｂ） 1,740 58 44 72 29.07 

増減額（Ｂ－Ａ） △111 17 30 69  

増減率（％） △6.0 41.4 207.3 ―  

（ご参考）前期実績 

（2023 年６月期） 
1,549 △273 △297 △773 △310.40 

 

 

 



 

 

（２）理由 

 売上高については、ペイメントインテグレーション事業のうち、受託開発について大型案件の受

注・売上により当初計画を 10 百万円上回りました。決済端末の販売については、引合いは増加傾

向にあるものの受注までのリードタイムの長期化により 45 百万円の未達となりました。 

また、ペイメントサービス事業について、サブスクサービスで 35 百万円を計画しましたが未達

となり、既存ユーザーの ASP サービスの増額見込み（38 百万円）についてサービス開始時期がず

れ込んだことにより未達となりました。 

販売費及び一般管理費については、将来のための研究開発には積極的な投資を実施した一方、売

上減少予測に伴い費用の見直しを実施のうえ経費削減を行った結果、営業利益及び経常利益ともに

計画を上回る結果となりました。 

今後の業績見通し等を踏まえ、繰延税金資産の回収可能性を検討した結果、法人税等調整額

（益）（△29 百万円）を計上したことから当期純利益（72 百万円）を計上することとなりました。 

以上のことから、各利益に通期業績予想と実績値との差異が生じることとなりました。 

以 上 


